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実施した交流プログラムの概要 

京都大学 

構想責任者 

人間の安全保障開発連携教育ユニッ
ト 
•農学研究科 
•エネルギー科学研究科 
•アジア・アフリカ地域研究研究科 
•医学研究科 
•エネルギー理工学研究所 
•東南アジア研究所 
 
 
 
 
 
 

国際交流推進機構 

総長 

高等教育研究開
発推進センター 

AUN事務局 

AUN 

AUN参画大学 
• シンガポール国立大
学 
• バンドン工科大学 
• ガジャマダ大学 
• マラヤ大学 
• チュラロンコン大学 
• その他25大学 

教育制度委員会 

KU-AUN 運営委員会 

委員長：事業責任者 
委員： 
 京都大学連携教育ユニット 
 AUN 事務局 
   AUN 主要大学 
 
機能： 
  全体の企画運用 

• サマースクール 
• 学生交流 
• 協働教育カリキュラム 
• 単位認定制度 など 

KU－AUN各大学小委員会 
 構成：各大学研究科 
 機能：個別プログラムの調整 

• 単位認定 
• 学位審査 

Executive Director 

AUN交流実施本部 



体感 

 サマースクール（2週間） 
 派遣：H24タイ、H25インドネシア、H26ラオス・ベトナ
ム、H27タイ、H28ミャンマー・カンボジア・タイ 
 受入：京都 

学部 

協働コースワーク例 

共
通
科
目 

人間の安全保障開発概論* 
東南アジア地域開発論* 
エネルギーと持続可能社会 
熱帯林環境学特論 
環境・感染論 等 
（*必須科目） 

専
門
科
目 

エネルギー変換工学 
エネルギー効率学 
作物生産生態論 
持続的農業論 
感染症疫学 
環境衛生学 等 

挑み・共鳴し・創造する国際人 
 
国際的企業 官公庁 大学 国際機関 

「人間の安全保障」開発協働コースワーク 
「人間の安全保障」開発協働研究指導 

創造 

学修 

修士 

 ２年課程ダブルディグリー 
 短期交流プログラム 

 ３年課程ダブルメジャー型ダブルディグリー 
 短期交流プログラム 

 共同指導型シングルディグリー 

KU-AUN 協働教育プログラム 

実施した交流プログラムの概要（続） 



実施した交流プログラムの概要（続） 

獲得単位10 
(単位互換による） 



実施した交流プログラムの概要（続） 

修士研究 ２ 
(AUN) 

(京大生) 
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●ダブルディグリー 

  
AUN   

KU 

学位 

学位 

1年目 

修士研究１ 
(KU) 

2年目 

修士研究１  
(AUN) 

  
修士研究２ (KU)   

  

(4月入学) 

(8～9月入学) 

獲得単位10 
(単位互換による） 

修士研究１ 
(KU) 

  

修士研究１  
(AUN) 

 ●2年課程ダブルディグリー 



 AUN加盟30大学の修士学生を対象とした受入プログラム 
修士研究の一部を京大で実施 
 事前に双方の指導教員、学生の3者でラーニングアグリーメントを作成 
 京大指導教員が学位審査に加わることも可 

ホーム大学の修士学位を取得 
 

Research  

AUN 
students 

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  

Master’s 
degree from 

the home 
university 

1st year 2nd year 

Coursework & Research 
  Part of 

research at 
Kyoto 

3-6 months  
Conducting part of research 

under KU supervisor 

実施した交流プログラムの概要（続） 

 ●共同指導型シングルディグリー 



実績 

H24 H25 H26 H27 H28 

派遣学生数 
3か月未満 30 18 30 33 24 

3か月以上 -- -- 1 3 3 

受入学生数 
3か月未満 -- 49 57 38 38 

3か月以上 -- -- 4 9 7 



実績（続） 

H24 H25 H26 H27 H28 合計 

派
遣 

学部学生 30 15 27 30 23 125 

修士課程ダブルディ
グリー（1年） -- -- 1 3 2 6 

受
入 

学部学生 -- 47 25 46 37 155 

修士課程シングル
ディグリー -- -- 5 5 1 11 

修士課程ダブルディ
グリー -- -- 2 8 7 17 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、共
同学位プログラム等）の形成 

プログラム参加 

単位認定 
学位認定 

三段階の質の保証システム 
ACTS: ASEAN Credit Transfer System  
KUCTS: Kyoto University Credit Transfer Standard  

 プログラム参加 
 複数段階選抜・承認プロセスにより特に優れた学生を選抜 
 英語能力TOEFL iBT 80 相当以上を要求 

 単位認定 
 運営委員会で承認された科目について実施大学が単位認定 
 単位互換制度（ACTS、KUCTS）に基づきホスト大学にて単位付与 

 学位審査 
 ホスト大学での学位論文は英語のみとし、各大学の規定に従って厳正に学

位審査 
 2つの学位論文の審査の 
  後、双方の学位を授与 



 10月入学制度導入 

医学研究科（2013年度） 

英語による授業の提供 

農学：Special Course 

エネ科：International Course 

医学（社会健康医学系専攻）：英語教材の使用、英語による補講 

シラバス、Course Descriptionの交換（単位互換） 

ラーニングアグリーメント作成 

質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、共
同学位プログラム等）の形成（続） 

英語のみで学位を 
取得できるコース 

専攻長会議・教務
委員会で承認 



Kyoto University Gadjah Madah University Kasetsart University

Degree
Master' s Degree in
Agricultural Science

- Master's Degree in Entomology
(Faculty of Agriculture),
- Master's Degree in Biotechnology
(School of Graduate Studies),
- Master's Degree in Forestry (Faculty
of Forestry)

- M.S. (Tropical Agriculture)
- M.S. (Agricultural Research and
Development)
- M.S. (Agricultural Resorces Sconomics)
- M.S. (Tropical Forestry)
- M.S. Fishery Science and Technology)
- M.S. (Food Science)
- M.S. (Biotechnology)
- M.S. (Agro-Industrial Product
Development)
- M.S. (Botany)
- M.S. (Microbiology)
- M.S. (Genetics)

Duration 2 years 2 years 2 years
Total credits 30 credits 42 credits 36 credits (research oriented program)

28 credits (compulsory)
3 credits (elective)

Research work 3 credits (field work) ---
Thesis --- 8 credits 36 credits
Maximum
transferable credits
from other
institutions

10 credits 12 credits
- Up to 50% of the credits earned at KU
will be accepted.
- Thesis credit may not be transferred.

* credit based on the standards of respective institutions

Coursework Major courses 5 audits

Requirement for graduation

30 credits

質の保証を伴った交流枠組み（続） 
修了要件比較リスト（農学） 



質の保証を伴った交流枠組み（続） 

修了要件等比較リスト（PH） 



質の保証を伴った交流枠組み（続） 

ラーニングアグリーメント事例 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

 学部学生対象プログラム 
 正規の修士学生として本学に入学 
 長期留学（半年～1年間の交換留学） 

 修士課程ダブルディグリープログラム 
 博士課程に進学 
 就職内定 
 職場復帰（省庁） 

 共同指導型シングルディグリープログラム 
 博士課程に進学 
 国内（ASEAN）で就職 
 日本企業に就職 



 AUN事務局を通して各大学へ情報発信 
 

ホームページ開設 
 

パンフレット作成・配布 
 

 フェイスブックでの情報発信 
 

新入生オリエンテーション等での周知 
 

留学フェア等での情報発信 
 

国際シンポジウムの開催 
バンコク（2013年度）、ITB（2014年度）、UM（2015年度）、京都（2016年度） 

情報の発信・成果の普及 



今後の展開 

AUN事務局との協力体制を維持 

 学部学生対象プログラム 
 学内予算を獲得して学生支援を継続 
 JASSO奨学金申請 
 ACTSオンラインシステムの活用（受入） 

 修士課程ダブルディグリープログラム 
 各研究科事務に各種手続業務を引き継ぎ 
 JASSO奨学金申請 
 その他奨学金申請 

 共同指導型シングルディグリープログラム 
 各研究科事務に各種手続き業務を引き継ぎ 
 JASSO奨学金申請 
 その他奨学金申請 

情報発信・ 
成果の普

及 

学生募集 

国際シン
ポジウム
等の開催 
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